


























































要約:その 1 (措置児背景因子の分析)乳児院を退所した乳幼児 313 名を対象として詳細な

措置背景因子の分析を行った。その結果、家族の社会的状況因子を 88.5%、家族の疾病因

子を 39.9%、子どもの病虚弱因子 33.2%、障害児因子 12.5%、子どもの社会的状況因子 54.3%

を保有し、平均 4.3 因子といった重複背景因子のもとに措置されいた。その 2 (子育て支

援事業の実態)全国の乳児院の 60.6%で子育て支援事業が実施されていた。これらをもと

に乳児院のあり方を検討した。


